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母親の 情緒傾向が子 ど もの 情緒発達に 及ぼ す影響

o 堤 　 　 麗　 　 　 岩 田　 　 泉

　　（こ ど もの 城　保育研究開発部 ）

互．目的

　 子ど も達 の 中に 表情が乏 しい 子 どもや、感情表出が乏 し く、

他 の子 とうま くコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンが と れ な い、場 に適応出来

に くい の で は ない か と思わ れ る子 ど もが み られ る。逆に 表情が

豐かで、他 児との 関わ りが多い 子ど も もみ られ る。な ぜ、そ の

よ う な違 い が生 じ るの か とい う疑問 を抱 きなが ら母親を 見て み

る と、感情表出や感憶行動 が 乏 し い とい っ た 、あ る 種の 傾殉が

認 め られ る 。こ うし た 子 ど もの 感情 表出傾 向と 、母親の 情緒の

傾 向 の問 に は、何 らか の 関孫 が存 在す る の で は ない か と推測 さ

れ る 。荘厳 ら （1989）は 「出生 直後か ら始ま る 母親の 子 ど もに 対

する 積極的 な慟きか けが、子ど もの 持 っ 潜在的 な社会的行動傾

向を引き出 して い く」 と して い る が、こ の こと か らも母親の 感

慣 傾 向が、何 らか の 子 ど もの 感情行動 の 発達 の 手が か りに な っ

て い るの で はな い か と考え られ る。こ の 研究で は、子 ど もの 情

緒発達を促す た め に 親子遊び や 母親指導に おい て 、どの よ うな

情緒面で の 慟 きかけが望ま しい かを検討す るた め の基礎研究 と

して、 「母親の 情緒傾向．亅 と子ど もの 感情行動を逓 して 見 られ

る 「子ど もの 情緒発達」 の 関係につ い て考察す る。

fi．方法

〔対象 〕　 こ ど もの 域　保育研究開発部で 行 う母子教室 に 参加

　　　　　 した、都内お よ び 近郊 の 幼児 露名 〔1：5 〜2：5）と 母

　　　　　親 13名、　言十26名。

〔期闇 ）　 質 問紙、行動観 察 と もに 1990年 8月〜1991年 1月に

　 　 　 　 　 実施 した。

〔手続 〕  母親の 情緒の 傾 同に つ い て は、母親の 情緒特 性調 査

　　　　　票を作成 して 実施 した。また子 ど もの 情緒 発達に つ

　　　　　い て は 、感情的 発達調査票、集団の 中で の 子ど もの

　　　　　様子 に つ い て の 質 問紙を作成 し、母親に 実施 して そ

　　　　　れ ぞ れ の結 果を求 め た。

　　　　  母親 と子ど もの 情緒的関係 を観察す るた め に 、母 親

　　　　　が子ど もに 「絵 本の 読み 聞 かせ 」 を す る場 面を 設定

　　　　　 し、穏親 と子 どもの それぞ れ に つ い て 感情 衷出の 行

　　　　　動観 察を行い 、印象評定お よび チ ェ ッ ク リス ト法 に

　　　　　よ っ て 分析 し結 果を求 め た。

　　　　  次に 、子ど もの 集団場面 に お ける 感籀行動 に つ い て

　　　　　行動 観察 を行い 印象 評定お よび チ＝ッ ク T
）ス ト法 に

　 　 　 　 　 よ って 分 析 した。数 量 的 な評 定 値 を 求 め、そ れ ぞ れ

　　　　　の 結果に つ い て 稲 関を求 め た。

〔質闇紙 ・行動観察 の 概要 〕

＊ 子 ど もの 感情的 発達調査票 は、明朗 さ、不機嫌 さ、嫌悪、怒

　 り、恐怖、敏感 さ、羞恥 心 、嫉妬、くや しが る 、さみ し が る 、

　悲 しが る 、よ く泣 く、共感性 など の 項 目か ら作成 した。
＊ 母親の 情緒特性調査票．は、対入情緒認知、対入欲求認知、対

　入 関係 の 認知、感情的被影響、感情的 な温か さ、感受性、愛

　 他 性 （親 和 性 ）、靖 緒 性、な ど の 要 因 か ら そ れ ぞれ 3項 目か

　 らな る質 問紙を 作成 した。
＊ 「絵 本読み聞かせ 」 場面の 母親 の 印象評定項 目は、綮張度、

　 気分、親和性、表情の バ リエ
ー一

シ ョ ン、表現、発話量、感情

　 表現語、場面 に 応 じ た 声の 表現、接近性、接触性、感情表現丶

　 7一ど も の 反 応 に 対 応 で き る、会謡
・関係を コ ン トm 一ル で き

　 る、な ど か ら作成 した。ま た、チ ェ ： ク リ ス トの 項目は、言

　 葉 で 子 ど もに 気持 ちを伝 え る 、稽緒行動を促す、気持 ちを質

　 す る、話 しかけに 答 える、笑 う、微笑む、顔を しかめ る、怒

　 る、表情 をみ る、椄近する、接触す る、動作で 応える、絵本

　 を 指 さ しす る、な ど。
＊ 集団参加場面の 子 ど もの 印象評定項 目は、緊張度、機嫌、好

　 奇心 ・興味、表情の バ リエ ーシ g ン 、表情、発話量、感情表

　 現語、接近性、感情 表現、運動性、子 ど もへの 関心、子 ど も

　 へ の 共感性、子ど もへ の 自己主張、子 ど もへ の 情緒反応、子

　 ど も へ の 親和 性、お と なへの 関 心、お となへの 協調 牲、お と

　 なへの 自己 主 張、お と な へ の 情緒反応 か ら作成 した。
租．結果

（1）感情的発達調査票 に お け る 子 ど もの 要 因 と 有意水準 5％ 以

上 で 相関の あ る 母親 の 要因 は、a 、予 ど もの 「不 機嫌 さ 」 に は、

母 親 の 情 緒特 性 の 「感 情 的 被影響 」 、b，子ど もの 「嫌悪 」 に は、

母親の 行動観 察の
「

顔 を しか め る 」 C．子 ど もの 「恐怖 」 に は、

母親 の 行動観察 の 「言葉で 子 ど もの 気持 ち を質問す る 」 、d，子

どもの 「敏感 さ t に は、母親 の 行動観察 の 「子ど もの 表情をみ

る」　
「

．
絵 本を指さ しす る ユ 、e．子 ど もの 「羞恥 心．亅 に は、母親

の 情緒特性の
「
子 ど もへの 感受性 」

「子 ど もへの共感性 」
「子

ど もへの 情緒的 対応 」 、f，子 ど もの 「さみ しが る 」 に は、母親

の 情緒特 性の 「情緒性 」 、g．芋 ど もの 「悲 しがる 」 に は、母親

の 情緒 特性の 「感情的被影響 」 母親の 行動観察 の 「子 ど もの 情

緒行 動を促す」 、h．子 ど もの 「よ く泣 く」 に は 、母親 の 情緒特

牲 の 1感情的 被 影 響 」 、そ して、i．感 宿 的 発 達 調 査 票 の総 得 点

に は、母親 の 情緒特 性 の 1感情 的 被影 響 」
「情緒性 t で あ る。

  集 団参加 場 面に お け る子 ど もの 感情行動 と有意水準 5 ％ 以

Lで 相関 の あった母親の 翼因は、a．子 ど もの 「緊張度 」 に は 、

母親 の 行動観察 の 「
．
親和性 」

「
反 応 に 対応で き る 1　「会話、関

係 をコ ン トロ ー
ル で き る 」 、b．子 ど もの 「機嫌 亅 に は、母 親 の

行動観察 の
「
親和性．1 「反応 に 対応 で きる 」

「会話、関係 をコ

ン トロ
ー

ル で き る 」 、｛
・．子 ど もの 「好奇心

・
興 味 」 に は、恐 親

の行 動 観 察 の 「反癒 に 対 応 で き る 」 d．子 ど もの 「表 情 の バ ｝ノエ

ー．
シ ョ ン 」 に は、母親の 行動観察 の 「親祁性 」

「反応に対応 で

きる 」
「会話、関係を ：llン ト 卩

一
ル で き る 」

1言葉で 情緒 行勤

を促 す 」 ．e．子 ど もの 「表情 1 に は、母 親 の 行 勤 観 察 の 「機嫌 」
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「親 和性 」　「裏 情の バ リエ ーシ ョ ン 」　「感情表現語 」　「感情表

現 の 行動 」
「反応に 対応 で き る 」 「会話、関係をコ ン トロ ール

で きる 」 「言葉で 情緒行動 を促す 」 、f．子 ど もの 「発話量 」 に

は、母親 の 行動観察 の 「親和性 」　「感情表現語 」　「場面 に応 じ

た声 の 表現 」 、g．子 ど もの 「感 情表現語 」 に は、母親の 行 動 観

察 の 「親和 性」
f表情 の バ リX 一シ ョ ン t 「感情表現 語」

「反

応に 対応で き る 」
『会話、関係を コ ン トロ

ー
ル で きる J 、h．子

ど もの 「接近性」 に は、母親 の 行動観察の 「反応 に 対応で きる 」

「会話、関係を コ ン トロ
ール で きる」 、i．子 どもの 「感情表現

の行動」 に は、母親の 行動 観察の 「緊張度」
「親和性」

「表情

のバ リエ
ー

シ ョ ン 」
「発話量」

「感情表現語」
「反応に対応で

き る 」
「会話 ・関係 を コ ン トロ

ー
ル で き る 」

「言葉 で 情緒行動

を促す 」
「表情を見 る 」 、g．子 ど もの 「子 どもへ の 関心 」 に は、

母親 の 行動観察の 「反応に 対応で きる 」 「会話、関係 をコ ン ト

ロール で きる 」 k．子 ど もの 「子 ど もへ の 協調性」 に は 、母親 の

行動観 察 「親和性 」
「反応 に対応で き る 」

「会話 ・関係をコ ン

トロ ール で き る jl ，子ど もの 「子 ど も へ の 自己 主 張」 に は、母

親 の 行勤観察 「反応 に 対応 で きる 」 「会話、関係をコ ン トロ ー

ル で き る ll、皿．子 ど もの 「子どもへ の 情緒反応 」 に は、母親 の

行動観察 「親和性 j 「反応 に対応で き る 」
「会話、関係 を コ ン

トロ
ー

ル で き る 」、n．子ど もの f子 ど も へ の 親和 性 」 に は、母

親 の 行動観察 「親和 性」
「反応 に 対応で き る 」 と 「会話 ・関係

を コ ン トロ ール で きる 」 、O．子 ど もの 「お とな へ の 関心 」 に は、

母親 の行動観察 「反応 に対 応で きる」
「会話、関係 をコ ン トロ

ー
ル で き る 」 、p．子 ど もの 「お となへ の 協調性 」 に は、母親 の

行動観察 「親和性」
「反応に対応で き る J 「会話 ・関係をコ ン

トロ
ー

ル で きる 」 q．子ど もの 「お と なへの 情緒反応」 に は、母

親 の 行動観察 「親和性」
「感情表現語 」

「反応に 対応 で きる 」

「会話 ・関係を コ ン トm 一ル で き る 」 、そ して 、r ．子ど もの

「お と な へ の 親和性」 に は、母親の 行動観察 「反応に 対応で き

る」 と 「会話、関 係をコ ン トロ
ー

ル で き る 」 な どで あ る。

N ．考察

（1）子 ど もの 感情発達 と母親の 要因 と の 関連に つ い て

　母親 の 要 因で 最 も子ど もの 情緒 に有意な 相関が あ っ た項 目は

母 親 の情 緒 特 性 の 「感 情 的 被影 響 」 であ り、子 ど もの 「不 機 嫌

さ」
「悲 しが る 」

「よ く泣 く」
「感情的発達調 査 票の 総得点 」

とそ れぞ れ有意な 相関が み られ た。 「感情的被影響」 の 内容は

「
ま わ りの 人 の 感情に 影響さ れ や す い 」

「い つ も冷静で い られ

ない 」
「入が悩んで い る と自分 もまきこ まれて しま う」 とい う

もの で、母親 自身が周囲の 環境 ・刺激 に対 して 情緒的な影響 を

受け や すいか ど うか、人 の 気持ちに 対 して 敏感で あ り、繊細 な

感情 を持 っ て い るかど うか とい う項 目で あ る。この こ とか ら、

母親が情緒的に 敏感で ある とい う傾 向を、子 ど もが手がかりと

して 、不機嫌 さや 悲 しが る、よ く泣 くとい った感情行動 （情緒

性 ）をよ く表出す る と考え られる 。また、情緒特性調査票 の

「情緒性 」 も、子 ど もの 「さみ しが る 」 や 「感情的発達調査票

の 総得 点 」 と有意な 相関が 得 られ て い る。 「情緒性 j の 内容 は

「感情 の起伏が 激 しい ほ うだ 」
「情 に動か され る ほ うだ 」

厂涙

もろ い ほ うで あ る 1 とい う もので、これ ら も子 ど もの 情緒 傾 向

に 何 らかの 影響を与え て い る と考え られ る。さ らに 、子ど も

の 「嫌悪 」 の 感情 は、母親の 行動観察 の 「顔を しか め る 」 と

有意な相関 がみ られ、これは母子 ともに類似 した情緒傾 向で

あ り、母親の情緒表出が体験と して子どもの情緒的側面に影

響を与えて い る と考え られ る。

（2）集団参加場面に お ける子ど もの情緒行動 と母親の要 因の

　　関連 に つ い て

　母親 の 要因 で 印象評定項 目の 「親和性 」
「反応に 対応 で き

る」
「会話 ・関係を コ ン トロ

ール で き る 」 の そ れぞれは、集

団 参加場 面 で観 察 され る多 くの 情緒 行 動 項 目 と相 関が 見 られ、

例え ば集団参加場面で の 子 ど もの 「緊張度 」 との 相関 か ら、

母親が親和的 で 、子 ど もの 反応に 対応 で き、会話や関係が う

ま くとれ て い れば子 ど もの 緊張 も緩和 して い くだ ろ うと 推測

され る。この こ とか ら も、これ らの 項 目 は、子 ど もが 情緒の

発達を促す うえ で 、重 要な 要因 とな る と考え られ る。ま た、

集団参加場面 で の 「緊張度」 「表情の バ リエ
ー

シ ョ ン 」
「表

情」 「感情 衷現 」
「子 ど もへ の 情緒反応 」

「お とな へ の 情緒

反応」 などが、母親と一緒の 場面に観察 され る情緒行動 ・表

出、すな わ ち、母親の 「気分」
「感情 表現語」

「感情表現」

「情緒行動 を促す 」
「場面に 応 じた声 の表現 」 の 各項 目と相

関がみ られ、子 どもの 対人情緒行動 は母親 の 情緒表出の 影響

を受 けて い る と考え られ る。

　集団参加場面 で の 対人 行動で は、子 どもに対す る情緒反応

よ りも、お とな へ の 情緒反応の 方が 高い 相関を示す こ とか ら、

ま ず、お とな （特に 母親 ） との 情緒的関係 が モ デ ル とな り、

その 後子ど もへ の 情緒反応の 発達 へ とつ な が る の で はな い か

と考え られる 。

　以上 の こ とか ら、母親 の 情緒傾向は子ど もの 情緒行動の 発

達 の 重要 な 手 がか り に な っ て い る と思わ れ、特 に、母親の 子

どに 与え る 様 e な影響 の う ち、笑 う、微笑 む な ど の 肯定 的 な

情緒表出よ りも、顔を しかめ る、怒る とい っ た否 定的な 情緒

表出の 方が、子 ど もの 情緒発達に よ り影響を与て い る と印象

を うけた。そ の 意味 で は、親子遊び や日常の 母子関係の 指導

の な か で 、母親の否定的 な情緒の 表出に つ い て は、意識的に

配慮す る必要がある と 思われ る。

　なお、今回の 研究 で は，対象人数が26名 と少な い た め、今

後 は対象の 数を増 や し、更 に 検討を加え て い き た い 。

　 こ の 研究に ご助 言をい た だ い た川村学園女 子大学、松井洋

先生 に感謝の 意を表 しま す。ま た、分析に 協力 して い ただ い

た青 山学院 大 学学 生、中嶋崇博君 に感謝致 します。
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